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平成２８年度 第３回高島市総合教育会議 会議録 

 

日 時  平成２９年２月１０日（金） 

     開会 午前１０時００分 

     閉会 午前１１時４６分 

場 所  安曇川公民館 カルチャールーム 

出席者  市長    福井 正明 

     教育委員長 小多 偕裕 

     教育委員長職務代理者 

三矢 艶子 

    教育委員  北川 暢子 

               川原林 正英 

    教育長   富永 雄教 

     

事務局 

（市長部局） 

   政策部長     澤  新治   総務部長      上山 幸応 

   健康福祉部長   清水 豊彦   子ども局長     廣部 勇 

（教育委員会事務局） 

   教育総務部長   橋本 武美   教育指導部長    伊吹 美喜夫 

   教育総務部管理官 曽根 孝司   社会教育課長    日置 武司 

学校給食課長   日置 繁    文化財課長     齋藤 清吉 

図書館長     玉木 健史   市民会館長     中川 肇    

学校教育課長   地村 俊彦   青少年課長     平井 浩美

市民スポーツ課長心得 赤水 新次   学校教育課指導主事 今井 俊彦 

教育総務課主監  西川 久志   教育総務課主査   杉原 怜 

傍聴人  １名 
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改めまして皆さんおはようございます。 

本日はお足元の悪い中ご出席いただきまして、誠にあり

がとうございます。私、教育総務課の曽根でございます。

協議事項に入るまで進行をさせていただきますので、よろ

しくお願いをいたします。 

それでは只今から、平成28年度第３回高島市総合教育会

議を開催いたします。 

次第に基づきまして、最初に開会に当たりまして福井市

長からご挨拶を申し上げます。 

 

改めましておはようございます。 

今日の未明でしたけれども、２時10分に大雪警報が発令

されまして、今の状況は市内で大体、多いところでマキノ

辺りで20センチくらい、南部で大体10センチくらいの積雪

で、彦根の気象台によりますと、明日の朝までには平野部

で50センチ、それからさらに明後日の朝までには平野部で

40センチの降雪量ということで、丁度、２週間、20日くら

い前になるのですけれども、23日でしたか、あの時も未明

に大雪警報が出されまして、その時の翌23日の朝の状況と

比べますと今日の方がちょっと少ないのかなということで

すけれども、ただ、南下をしております寒気がその時をさ

らに上回る勢力ということで、前回の大雪の再来を心配を

しているところです。 

私事で恐縮ですけれども、22日に市長選挙の告示がござ

いまして、23日から実際の選挙運動ということになったわ

けですけれども、23日がああいう状況でしたので、支持者

の方たちに事務所に集まっていただいて、選挙運動用の自

動車をこれから走らせてという、あるいはその日は個人演

説会を予定していたのですけれども、皆様には申し訳なか

ったのですが、まずは大雪の警戒の方が、現職の立場です

ので、そちらの対応に当たらなければならないので、まず

は、月曜日は一切活動を中止させていただくということで

事実上解散をさせていただいて、それで市役所の方でやら

せていただいたのですけれど、こういう雪が降りますと市
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としての対応が求められますし、一番心配しましたのは、

日中でも雪が積もっていく、どんどん降雪量が増えていく

という状況でしたので、まず、孤立集落が発生しないかど

うか、それが発生した場合にはどのような体制を整えるの

か、それから市内の除雪の優先順位をどうしていくのかと

か、あるいは個別の話ですけれども、高島市民病院の先生

方は電車で通勤されている方も沢山いらっしゃって、電車

が止まれば医療サービスをどうするのかと、本当にいろん

な各分野で課題が出てまいりますので、たちまちその日は

翌日の小中学校を休校にするのかどうかという議論もして

いたのですが、私の方から僭越でしたけれども、子どもの

安全確保を第一にということで、一斉に翌日は休校にする

ように指示をさせていただきました。 

その後、毎日のように一旦、朝、事務所に出かけては状

況を見て、今日もやめます、今日もやめますということで

、最後、金曜日まで一切やらずにと言いますか、出来ずに

、雪の対応に当たらせていただいたわけであります。 

その中で、火曜日、水曜日と２日続けて通学路がどうし

ても確保できていない状況が、私も現地をずっと回りまし

たので、とりわけ北から南までほぼ変わらない積雪であり

まして、市内では業者がお持ちの重機、それから市が保有

している重機を合せますと98台の除雪機があるのですが、

フル稼働しても追い付かないという状況でありましたので

、翌日の水曜日も小中学校を休校にしないと、万一あの状

況で、通学路が歩けない、狭くなっている道路を子どもが

歩いて車でもしトラブルや事故があったらこれは大変なこ

とになりますので、水曜日も休校にさせていただいたとい

うことです。 

ただ、ありがたかったのは、市内、在原から針畑から畑

まで、ずっと雪の深いところ、あるいはそうでないところ

、何度も何度も見て回ったのですけれども、ありがたかっ

たのはＰＴＡの方や保護者の方、あるいはボランティアの

方が通学路の雪をかいていただく姿が沢山いらっしゃいま

して、一生懸命子どもたちを支えていただいている市民の
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方がこれだけ沢山いらっしゃると子どもたちも安心して通

学できるなというふうなことで、改めて感謝をしたところ

であります。 

そんな中で、お蔭様で、金曜日までそういう状況でござ

いまして、最後の一日だけ、土曜日に選挙カーを走らせて

いただいて、十分なことができなかったのですが、先だっ

ての市長選挙では、市民の皆様の多くのご支持をいただき

まして、引き続き市長職を担当させていただくことになり

ました。これまでの４年間、特に子育て、あるいは子ども

たちの教育環境を整えていきたいという思いで、小中学校

の例えば設備でありますと空調、あるいはトイレの改修も

ほぼ出来上がりましたし、あるいは課題がありました過少

規模校のマキノ北、今津西、そして広瀬の３つの小学校の

統廃合も、保護者の皆様、あるいは地域の皆様のご理解を

いただきながら、何とか子どもたちの教育環境を整えるこ

とができましたし、そして一方、27年度のふるさと納税が

２億8,000万円、全国からご寄付をいただきました。それを

原資に子どもの中学を卒業するまでの医療費を所得制限を

取っ払いまして完全無料化をやらせていただいたり、ある

いは、２人目は２分の１、３人目以降は全額、保育料、幼

稚園の費用は無料にさせていただくなど、子育て環境にも

全国からいただいたふるさと納税の原資を基に、教育環境

を整えさせていただいたところでもあります。 

また、お蔭様で、本年度は、今のところ３月末までにお

およそ４億円、全国から集めてと言いますかご寄付を届け

ていただいておりますので、その原資を使いながらさらな

る子育て支援について、今、庁内的には予算の協議をさせ

ていただいているところであります。例えばその１つに、

できれば子どもたちの保育園、あるいは幼稚園の費用につ

いても、２人目については２分の１でございますけれども

、これも思い切ってこの際、２人目以降も全て全額にさせ

ていただいたらどうかなというふうに考えていまして、今

、最終、予算がどれくらい必要なのか、それを全体の予算

の中でどうしていくのかという協議をしているところでも
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あります。そういう意味で、私の今後の４年間については

、学力向上、そして、子どもたちの生きる力を育むような

教育推進が１つの大きなテーマでもありますし、それから

もう１つは、ＩＣＴを活用した情報教育の推進によって子

どもたちの創造性、あるいは学力の向上に繋げさせていた

だきたいという大きく２つの項目も私の政策として掲げさ

せていただいているところであります。 

もちろんそれだけではございませんし、その都度、必要

な施策を講じながら、子どもたちの教育環境なり、あるい

は生活環境を整えさせていただければなと考えているとこ

ろでありますので、また、これからもいろいろとお世話に

なりますが、どうぞよろしくお願い申し上げまして私から

のご挨拶とさせていただきます。どうぞよろしくお願いし

ます。 

 

ありがとうございました。続きまして教育委員会を代表

いたしまして小多教育委員長からご挨拶を申し上げます。 

 

 まずは、市長さん、大変お疲れ様でございました。市行

政の継続性ということから考えますと、実は安堵している

ところでございます。まだまだ多々懸案事項もあろうかと

思いますけれども、その手腕を大いに発揮していただきま

して、よろしくお願いしたいと申し上げる次第でございま

す。 

また、行政の担当の皆様方には、日々いろいろと変化す

る環境の中でご尽力いただいていることに対して深く感謝

を申し上げる次第でございます。今日の話にもありますが

、第２次高島市総合計画の基本計画の第２章ということで

書かれておりますが、誕生から高齢期までの人生というか

、また、高島市を選んでいただいた方々が、この地で歩み

たくなるまちづくりということをこの計画に掲げた以上、

それぞれ念頭に置いていただいて、行政の方にご尽力いた

だくように切にお願いを申し上げる次第でございます。 

誠に簡単でございますけれども、大変ご苦労様でござい
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ますが、ご挨拶に代えさせていただきます。よろしくお願

いします。 

 

ありがとうございました。 

本日の出席者は、市長、教育長、教育委員様の他、配布

いたしました次第の裏にあります座席表の通りでございま

す。 

本日の協議事項は、次第にも書かせていただいておりま

す通り、３項目用意しております。これより市長の進行に

よりまして会議を進めていただきたいと思います。市長、

よろしくお願いいたします。 

 

それでは進めさせていただきます。 

次第にございますように、今日は３つの協議ということ

で、まず最初に、高島市立学校における保護者の経済的な

負担軽減の取り組みについてを協議をお願いをしたいと思

いますので、まず、事務局から説明をお願いいたします。 

 

高島市立学校におけます保護者の経済的な負担軽減の取

り組みにつきまして説明をさせていただきます。 

12月議会の中でもこのことにつきましては議員さんから

ご質問がございまして、一度学校の方で今までやっている

保護者に負担をしてもらっている部分について、改めて見

直しといいますか、考え直してみるということでございま

したので、今回その辺りを議題に出させていただきました

。資料に基づきましてご説明を申し上げます。 

１番のところでございますが、28年の12月に小中学校に

それぞれの学校で保護者の経済的な負担軽減についてどの

ような取り組みをしているか、あるいはそれを踏まえて今

後どのような方向を考えているのかということにつきまし

てアンケートを取りました。 

１つ目、現在学校で取り組んでいることでアンケートを

取りました。その結果を大きく７つに分けてまとめてみま

した。 
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１つ目が、教材購入費等につきましてです。学校では教

材や教具の精選であったり、それから、それ以外の様々な

細かな材料費等、そういったものを公費負担するなど、で

きるだけ個人負担を少なくするような取り組みをしており

ます。それから、現在使ってもらっているものの再利用と

いうことであったり、持ち物を大事にする指導を子どもた

ちにはしているところです。 

２つ目の制服、体操服につきましても、これもできるだ

け高価なものの購入を抑えるということもありますけれど

も、制服や体操服を指定して買ってもらっているような状

況があります。小学校ではまだ制服ということにつきまし

ては少ないのですけれども、中学校につきましてはほぼこ

ういう形でやっていただいているところです。そういった

制服や体操服も再利用を進めているところであります。 

３つ目の校外学習ですが、これもできるだけ市のバスを

利用したり、あるいは市の補助金を上手く使ってやってい

ただいているということです。 

４つ目の就学援助につきましても、その申請に係る手続

きにつきまして、保護者に対する支援をさせていただいて

いるところです。 

５つ目の学年費なのですが、これも年度当初、計画段階

でできるだけ個人の負担が少なくなるように、公費負担で

賄えないかという視点での見直しをしているところです。 

６つ目の部活動につきまして、これにつきましても遠征

に出かけたり、練習試合に出かけたりする場合、できるだ

けこれも市の公用バスを使ったり、あるいはＪＲを使う場

合でも団体乗車券で少しでも割引がきくような形で考えて

いるところです。 

７つ目のその他になりますが、例えば学校で何か行事を

したりする時に講師を呼んでという場合もありますが、で

きるだけボランティアという形でお願いをしたり、それか

ら、子どもたちが使うものにつきましては、ＰＴＡでリサ

イクルバザーとかをされまして、これもできるだけ再利用

を進めるであったり、それから、持ち物が整わない子ども
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たちにつきましては、学校にあるものの貸与であったり、

そういったことで対応しているということでありました。 

次に、学校における今後の検討課題というところで５つ

挙げております。 

まず１つは、子どもたちが使っている教材、教具の関係

なのですが、これもできるだけ購入を控えて学校で教師が

自作のプリントを増やしたり、それから学校に備え付けて

ある教材、教具で対応するというようなことが考えられま

す。それから、計算、漢字、様々なドリルなどを使ってい

るわけですが、そういったものを自作してそれをデータベ

ース化して市内の小中学校でお互いが使い合えるような、

情報共有できるような形を考えられないかということも思

っております。３つ目、校外学習の精選、できるだけこれ

も行事を見直す中で考えていきたいというところでありま

す。それから様々な学校で行います教育活動につきまして

も、ＰＴＡ等への協力依頼をするということも考えられる

と思います。 制服の再利用の促進は、先ほど申し上げた

通りです。 

次、資料をめくっていただきたいと思いますが、とりわ

け子どもたちの持ち物の中で小学生なのですが、ランドセ

ル、ランリュックということがこれも議会の方でご意見と

して出ておりましたので、そのことについてもアンケート

で聞いております。ランリュックを使っている小学校が市

内13校中、現在５校ございます。そこから上がってきた意

見としましては、必ずしもランリュックを指定しているわ

けではないのだけれども、柔軟に考えてはいるということ

でありました。ランリュックは６年間使っているとかなり

破れたり汚れたりということもあるのだけれど、やはり機

能性という面でかなり使い勝手が良いという話がございま

した。ランドセルを使っている残りの８校からも沢山の意

見がございました。現在、保護者からは特にランドセルが

良いであったり、ランリュックに変えて欲しいというよう

な話は聞いてはいないという話ではありますけれど、一度

この機会に見直してみるという必要性はあるのかという意
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見もありました。ただ、ランドセルにつきましては、これ

も学用品の１つで、個人の持ち物でありますので、なかな

か市全体であったり、それから、学校でこれというように

指定するということについてはどうかな、ある程度の柔軟

性を持ってやっていくべきではないかなというようなこと

も書いてございました。 

次の２番、アンケート結果を受けての指示事項と書いて

ございますが、このアンケート結果を受けまして、去る１

月16日の第７回の校長会で、学校教育課からは各学校に３

つのことを指示いたしました。 

１つは、各学校において、こういった子どもたちの持ち

物は例年通りということではなくて、子どもたちを取り巻

く環境の変化を考え、そして保護者の意見も尊重しながら

、できるだけ保護者の負担軽減ということの検討を進めて

いくようにということであります。２つ目が、その具体的

な策としまして、例えばアンケートを実施するなど、でき

るだけ保護者の思い、意見を聞く機会を持つようにという

こと、それから３つ目なのですが、こういった鞄とか持ち

物とかそういったものがいじめに繋がることのないように

、人権教育にも力を入れていくようにということも併せて

指示をいたしました。 

３番になりますが、学校教育課の方針としまして３つ掲

げております。まず大前提となりますのは、先程の繰り返

しになりますが、保護者負担を減らすということで、それ

ぞれの学校で様々な工夫、努力をしているところではあり

ますが、やはり今後、先ほど言いました例年通りというこ

とではなくて、保護者の思いに寄り添った対応が柔軟にで

きるような形でいきたいということであります。２つ目は

３ページ目の上にありますが、具体的にはランリュック、

ランドセルにつきましても、原則、これでなければならな

いというような学校は現在ないということで、柔軟に対応

しているというところではあります。ただ、貧困の問題と

かいじめの視点とか、様々な身近なところからいろんな視

点で物事を振り返るということは大事なことであります。
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ただ、鞄を市全体で統一するというようなことについては

、学校内での持ち物の問題でありますので、各学校が主体

となって考えてもらうべきではないかというふうに考えま

す。 

以上でございますが、本日は参考までに資料を別添とし

て２つ付けております。１つが別添資料１というランリュ

ックについてというカラー版のものでございます。中ほど

には県内で実際にどれくらいの学校がランリュックを採用

しているのかということをお示しさせていただきました。

市内では現在13校中５校ということで、約38パーセントの

学校が採用、それから県内は、全部で227校の小学校がござ

いますが、内25校がランリュックを使っているということ

であります。全県的なことを言いますと11パーセント程度

の学校ということです。 

最後にランリュックとランドセルの比較ということで一

覧にしております。どちらも教科書等の荷物を入れて背負

えるというのが一番のメリットでありますが、ランリュッ

クの方は軽くて機能的であるという反面、水がしみこみや

すいであったり、ランドセルに比べると少し耐久性には劣

るという部分があるようです。価格はランリュックは安い

ということがありますし、ランドセルはいろいろなのです

が、概ね１万円台から高くて10万円ほどのものもあるとい

うことを情報で得ております。こういったところも一つご

参考にご協議をいただけたらと思います。 

別添資料２でございます。小中学校に取ったアンケート

、全て吸い上げた声をここには掲載しております。とりわ

けランリュック、ランドセルにつきましては、その資料の

４ページ、５ページのところに掲載をしております。先程

私が掻い摘んで申し上げたこと以外にも貴重なご意見をこ

こにはあげてもらっておりますので、これもご協議の参考

にしていただけたらと思っております。 

以上でございます。本日は出来ましたらランリュック、

ランドセルといったことを中心に、保護者の経済的な負担

軽減につきまして、こういったことで学校は考えていった
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らどうかということでご意見を賜ればと思っております。

どうぞご協議よろしくお願いいたします。ありがとうござ

います。 

 

ありがとうございます。 

今も説明の中でありましたように、昨年12月の議会で、

子どもが利用している通学の鞄について、ランリュックと

いう製品を使った方が安くついて保護者の負担軽減につな

がるのではないかというそういう発想でご質問が出されま

して、市として各学校の自主的、主体的な判断に任せるの

ではなく、市の教育委員会としてそういう観点から統一す

べきではないかというご意見でした。教育委員会からはそ

の時は、これは各学校現場が主体的にそれぞれ判断するこ

とですということでしたが、なかなかそれでは収まりませ

んでしたので、私の方から次回の総合教育会議でも検討し

て、教育委員会全体でこれも含めた保護者の負担軽減とい

うテーマについて一度検討させていただきますということ

でその場はそういう形でご理解いただいたのですけれども

、ここでランリュックで統一しようとか、どうしようとい

うことを決める必要は基本的にはないと思います。ただ、

こういうことをお考えの保護者もいらっしゃる、ではその

中で各学校なりがどういう判断をしていくのか、あるいは

そこに教育委員会としてどう関わりを持っていくかという

ことについてご意見をいただければと思っております。 

私もランリュックというのは見たことがなかったのです

が、先日、現物を見せていただきましたら、かなりやはり

６年間使いますとくたびれますね、あれは。布製ですので

汚れもなかなか、洗濯するわけにもいかないし、使い勝手

が良いだけに放り投げたりする場面もあるでしょうし、そ

うすると汚れてくるし、洗濯機の中に放り込むと色落ちす

るでしょうし、６年間の使い古した、あるいはそれを持っ

て学校生活を送っていた子どもの姿もなんとなく思い浮か

ぶような、そんな代物でありました。また、ランドセルも

金額を聞いてびっくりしたのですが、最近は10万円を超え
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るランドセルがあると聞きまして、お孫さんをお持ちの祖

父母にしてみると、それも一つの楽しみという面もあるの

かなと思ったりもするのですが、いろんな思いがあるとは

思うのですが、どうでしょうか、何なりとご意見をいただ

ければと思います。 

 

私は、新旭北小学校で初めてランリュックに出会いまし

た。それまではどの学校もランドセルが当たり前でしたの

で、自分の子どもの時からもそうでしたし、当たり前に思

っていたのですけれども、非常に軽く持って背中に背負っ

て出入りしている姿を見て目から鱗というか、それで学用

品が傷まなくてきちっとしていれば、あんなに軽くて、そ

して、放課後に見ていますと芝生の上にぽんと置いて遊ん

だりもしていますけれども、別にそれでどうってことはな

いし、ああいうふうに軽いものが子どもたちの生活に活か

せて、この学校は全部の子がそうでしたから、こういう学

校もあるんだと初めて、安曇川はあまりなかったので、全

部ランドセルばかりだったので当たり前に思っていたので

すけれども、やはり非常に高価ですね、先程も５万とか10

万とかいう単位が書いてありましたけれども、それは、親

御さんであったりお爺さん、お婆さんが、ここまで育って

これから元気にまた行っておくれという願いを込めてお祝

いをしている、お祝いの気持ちが非常に多い、でもそうも

できないお家も沢山ある、現実には沢山あるので、私は本

来、やはり学校へ持って行くものは一番子どもにとって機

能性が高くて、子どものことだから少々傷めたりもするの

で、その場合も買い替えも可能であるし、できるだけ保護

者負担が軽いほうが良い。例えば、お祝いをくださるとい

うことがあっても、ランドセルをお断りして他のものをお

願いすることも恐らく親戚同士だったら可能だと思うので

、そこのところはあまり私たちの立場としては気にしない

で、子どもにとってどうなのか、使い勝手はどうなのかと

いうふうなその視点で決めていくことが一番大事ではない

かと思います。 



 

1 3  

 

 

福井市長 

 

川原林教育委員 
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 どうでしょうか、他のご意見。 

 

実際に私は現在、子どもが北小に通ってランリュックを

使っていまして、私もランリュックを全く知らなかったの

ですけれども、やはりおっしゃるように第一に軽いという

のは確かにあります。私の親ですね、お爺ちゃん、お婆ち

ゃんからすればランドセルを買ってあげたかったという気

持ちもあったのでしょうけども、実際にランリュックを使

い始めるとやはり軽いし、使い方によっては十分６年間も

つというのはあるので、確かに汚れが目立ったり破れるこ

ともあるでしょうが、そこら辺は学校内のリユースやリサ

イクルもちゃんとされておりますので、負担軽減という考

え方からすれば確かにランリュックは適正なものだと思う

のですが、ただ、子どもとしてはランドセルで来たいとい

う子もいますし、他から転入してくる子もいるでしょうか

ら、そこら辺はわざわざ統一するということをせずに、そ

ういうこともできますよということを含めて、学校の中で

対応ができていれば十分かなと私は思います。そこで目立

ったりという子もいるでしょうけれど、それでいじめにな

るということではなくて、ものを統一していじめをなくす

のではなくて、違うことを差別することが悪いという教育

をする方がやはり大事ではないかな、統一することによっ

て差別をなくすのではなくて、そういうこともあるよとい

う、そこで差別があればそれが悪いということをちゃんと

言えるような教育ができれば私は良いのではないかなと思

います。 

 

私もそれぞれランリュックについてもランドセルについ

ても良いところがあり表裏一体だと思います。今の話をお

聞きして思ったのですけれども、それを教育委員会として

統一するかしないかというところが論点になってくると思

うのです。基本的には子どもの持ち物であって、それぞれ

子どもを取り巻く大人たちの願いなり思いなり、子どもが
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新しいスタートラインに立つというそういう節目に思いを

乗せていくというのも一つ大きな教育的な意味もあろうか

なと思いますので、基本的には子どもの持ち物であり、学

校のＰＴＡ、それから学校を含めて話をしていく、結果的

にそれぞれの学校で動きがあって、よく見たらみんなそう

なっていたよねということはあるかもしれませんが、それ

を教育委員会から持ち物についてもこれでということを言

うよりも、学校やＰＴＡにお任せした方が良いのではない

かなということを基本的には思っております。 

だけど、議員の方からそういう話が出たというところで

、入学という新しいスタートラインに立つ子どもたちにと

って、やはり生まれ育った環境なり親のいろいろな経済状

況によって不公平があってはならないという強い思いとい

うのは真摯に受け止めていかなければならないと思う。ラ

ンリュックがどうこういう以前の問題で、子どもにとって

経済的な親の状況なり社会的な状況で不利益を被らせない

というのは、私たち大人の務めでもあると思いますので、

議員から寄せられたこういうご意見は大事にしながら、い

ろんな対策を考えていくべきかと思います。 

 

今の委員さんと同じようなことになるのですけれども、

やはり子どもが学校へ通うという観点から考えたら、お爺

さん、お婆さんの思いもあれば、親の思いもあるというこ

とを考えたら、行政の方からこういう指示を出す必要はな

いのかな、必要性というか、出すべきではないのかなとい

うふうにも思います。ランリュックを背負って通っている

子を見ていると、とてもではないが現状では小さい。そう

するとこの上にまだナップサックをぶら下げてという子も

かなり出ている状況を考えると、親がどういう形で持って

行かそうということを考えているかわかりませんけれども

、その大きさからＡ４版の大きさに改正すると言われてい

ますけれども、便利や軽さを考えると良いのかなと思いま

すけれども、現状を見ているとこれの上にまだ背負って通

う子がいるので、ものの大切さを考えたら、本人に通じる
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ものというのか、いわゆる親、お爺さん、お婆さんから貰

ったものだというそういう気持ちが一番大切だと思うし、

敢えて決める必要はないなと。 

 

２ページ、３ページに教育委員会の方針というのが書か

れています。保護者の意見を尊重するという、あるいは各

学校が主体的に判断してというふうな、そういうことで、

今までの状況で、ただ、こうして昨年の12月にアンケート

をしていただいたというのは非常に意義のあることかなと

思います。１つの提案、課題と言いますか、考えてもらう

１つのきっかけにはなったかなというふうには思います。 

今、各委員さんのご意見を聞かせてもらっておりますと

、一方で使い勝手が非常に良い、あるいは機能性も良いと

いうご意見もありましたし、先日もテレビで、ニュースか

何かで見ていたのですけれども、今のランドセルは本当に

高機能なものがあって、いろんなものが付いていて、肩に

背負うところも本当にランドセルが子どもの背中にマッチ

するような、技術革新と言うと大袈裟ですけれど、かなり

の工夫がされているランドセルが売っているなという印象

を受けたのですけれども、一方でこういう質問をされた議

員さんの思いもわからなくはないですし、そういうことで

保護者の経済的な負担を軽減していくことも必要ではない

かなというご意見も一方であるわけありますけれども、そ

れも大切なテーマであろうなと思います。皆様のご意見と

しては、ここは教育委員会で統一するということではなし

に、基本やはりそういう状況を踏まえながら、それぞれの

学校で主体的に保護者の意見、あるいは子どもたちの様子

も見守りながら、それぞれでご判断いただくということが

各委員さんの最終的なご意見というふうに受け止めさせて

いただいたのですけれど、一度、教育委員会の方でその辺

りの今のご意見を踏まえて、市の教育委員会としては、今

の段階では統一すべき現状にはないと、それぞれ保護者も

含めて教職員の皆さんにも問題提起はした、アンケートを

やった結果がこういう意見であったということも整理をし
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た上で、一度、その当該議員さんに近いうちに説明をして

いただいたらどうかなというふうに思います。 

私の方で申し訳ないのですが、この資料の最初の取り組

みについてというところで、１ページなのですけれども、

１番のアンケートの実施というのがあって、ひし形の５つ

目ですけれども、わからないのですけれども、学年費につ

いてというところで、計画段階にて公費負担ができないか

という視点での見直し、ちょっとこれ具体的な中身を教え

てもらえませんか。私も意味が分からないので。公費負担

ができないかという視点での見直しというのは、計画段階

というのは、何の計画段階でどういう公費負担なのか。 

 

年度当初にその学年で１年間、どういうことにお金を使

う、必要なのかということの計画を立てて、それに当たっ

ていくら保護者さんからお金を集めるのか、集金するのか

ということでもって考えるところがあるのですが、そこで

個人の負担ではなくて、できるだけ学校で、例えば消耗品

的なもの、勉強で使う画用紙であったり、プリントに使う

紙類であったり、そういったものが学校の方で負担できな

いかということを精査するというのでしょうか、そういう

段階のことをここでは申し上げております。学校間で差が

できないように、これは主に事務職員でありますけれども

、各学校間で情報交換等をしていただいて、うちの学校で

はこういうものは学校でもつようにしているとか、こうい

うものについては保護者にご負担いただいているというよ

うな、できるだけそういう差がないような形で取り組んで

いただいているということであります。 

 

ちょっとわからない。一般的に教育活動で使う部分は基

本的には義務教育なので、学校側から必要な、例えば用紙

類は提供するというか活用するわけですね、それは公費が

当然入る。学年費で保護者に負担というのがちょっとよく

わからない。例えばそれが、学校間で、今の説明だと異な

りがある、ある学校では画用紙をその学年は授業で今年は
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こういうスケジュールで使う、その画用紙代をある学校は

保護者負担だし、ある学校は学校からの支給というか、学

校の運営費、管理費等で賄っている、そういう異なりがあ

るということか。 

 

そういうことはあまりないのですけれども。 

 

 私、教員をしておりましたので、どういうものを集めて

、どういうものが学校のものを使わせてもらうかというの

があったのですが、個人的に持って帰るもの、例えば工作

をする、綺麗な色画用紙を使って、ここから何枚ずつ貰い

なさい、好きな色を貰いなさいとか言って出来上がったも

のは作品展示をしたり展覧会に出したりして最終的には家

に持って帰る、こんなものができたよと言って家に持って

帰る、そういうものについては有償で、要するにお金を集

めさせていただく、でも、日常の学習ですね、プリントを

やりなさいとか、それも持って帰るのですけれども、日々

消耗して学習の積み上げができるもの、それについては学

校の用紙をいただくこともあったと思います。最初の頃は

それも買っていたのですけれど、自分が教員になった頃は

、それも一締めずつ買っていて自分でやっていたのですけ

れども、その後回すようになったら学年ごとに作ろうかと

いう形でするようになって、やはり凄く安いので、ドリル

とかを買うと１冊100円とか200円するのですけれども、紙

代だけですので、ほぼ、そういうものは消耗品として使わ

せてもらうというようなスタイルを取っていました。現在

もそういうことはあるかもしれないのですけれど、保護者

負担の軽減ということを考えると、先生の労働的なことは

当たり前に学校生活の中でありますので、やはりドリルを

どんどん有償で買うのではなくて、そういうプリントで、

先生が手作りで、この子たちはここのところをもう一回や

らなくちゃみたいなことで、何回か先生が子どもに合せた

目線で指導をする材料については公費負担で良いのではな

いかなと私自身は教員をしてきた感覚ではそんなふうに思
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福井市長 

 

 

 

地村学校教育課長 

 

 

福井市長 

 

 

 

 

地村学校教育課長 

 

福井市長 

います。 

 

あと、算数セットであったり、理科の実験キットみたい

なものとか、そういったものも基本は個人で買ってもらっ

てそれを授業で使って、終わったら、今、委員さんがおっ

しゃったように自分で持ち帰るというようなことになるの

ですけれども、できるだけそういったものも学校に備え付

けのものを置いておいて、それを子どもたちに貸して、勉

強が終わったら引き上げて、また次の学年で使うというよ

うな、そういったことができるのではないかという見直し

もございます。 

 

そういう見直しか。 

 

学校で一クラスの子どもの数の分の実験キットを買って

おいて、それを繰り返し毎年使えるということで、その分

は保護者に買ってもらう必要はないというようなこともあ

りますし、そういう具体的なことです。 

 

これもそうすると、表現、中身がわからなくて聞かせて

もらったのだけれど、結局はそれぞれの学校での判断、対

応ということになるわけですね。学年によっても違うし。 

 

別添資料２の１ページのところに具体例が、教材等のこ

とを書いております。 

 

学年に消耗品購入のため一定金額の公費を配分し、用紙

類の購入に充てる、本校の場合、各学年、年間１万円、と

いうことは、６学年あるので６万円の公費の配分を各学年

に１万円、１年間でという理解だなこれは。 

 

それだけに抑えるという。 

 

かなりの緊縮財政。これは科目でいくと何になるのか。
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予算科目でいくと。各学校の管理運営費。 

 

教育振興費になります。 

 

 こういうふうに各学年１万円を用紙類の購入に充てると

いうことで公費を配分しているのは一斉にやっているのか

、あるいは各学校がそれぞれ必要と判断したところがそう

いうふうにやっているのか。 

 

学校ごとにそういった対応になります。 

 

学校ごとに判断していること。これもあまり教育委員会

の方からああだこうだ言うものではなさそうですね、各学

校の特色がありますから。 

 この機会ですので、保護者の経済的な負担軽減について

何かご意見がありましたら。 

 

このアンケートを読ませていただくと、本当にそれぞれ

の学校でいろんな工夫をしていてくださることに改めてあ

りがたいなという思いと、保護者負担、先程も話に出てき

ましたが、教師はそれが仕事だと言ってしまうとそれまで

なのですけれども、ドリルがあったらすぐにドリルもでき

るのだけれど、問題用紙を作っていくとそれなりの労力も

必要ですし、超過勤務の問題もいろいろと出ております中

で、やはりその辺は紙一重というか、そのせめぎ合いの中

で先生方が最大限の努力をしていただいているというのは

ありがたい思いで読ませてもらいました。教育というのは

どの子も同じように受ける権利があるという観点から思う

と、市内、一緒に共有していくということも大事なことだ

なということをそういう視点でも思いましたし、学校では

なくて園の教育のスタートの段階から実費、どれだけ子ど

もの教育にかかっているのか、家でいろんな習い事をとい

うものを含めますといろいろと様々な問題がありますけれ

ど園、学校教育に限ってどの学年でどれだけかかっている
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のかというのは全体で把握しながら、子どもが一人ならよ

いのですが、大抵お二人、三人とおられると給食にしても

倍額になっていったりとか、いろんなところで倍増されて

いくということを思いますと、一軒で子どもを育てるのに

、どの学年、どの辺りでどれだけの質が必要なのかを全体

で把握する中で必要なところに必要な支援が届くというか

、本当に支援が必要なご家庭というのはなかなか声が上が

ってこない、いじめもなんでもそうなのですけれど、アン

ケートを取ってもご意見を聞こうと思っても上がってこな

いという現状の中で、やはり全ての子どもに全ての教育を

行き届かせていくというのは、このアンケートもそうです

し、そういうふうなアンケートが大事かなというふうに思

います。全体の中で必要なところに必要な手立てがあれば

ありがたいなというふうに思います。 

福祉の方からも子どもの貧困に関しては法律ができたと

いうところでもいろいろと、子どもの放課後、学力、生活

支援等への取り組みもいろんなところで進められていると

ころです。全ての子どもを対象にしたいろんな居場所づく

りなり学習支援なり、そちらも大事ですけれども、ピンポ

イントで福祉的な立場から子どもに選別的な対策というか

、そういうことも同時に進めて行くということが大事なこ

となのではないかなというふうに思いますので、こういう

丁寧なアンケートを取っていただくのはありがたいなとい

うふうに思って拝見させてもらいました。 

 

 今、いろんな面で市の予算も限られている中でいろいろ

と高島市においては全額負担軽減になるようにかなり支援

をしていただいております。私も市外へ行った時には全て

のプリント類は確実に保護者負担で、全部、ちょっとした

プリント１枚でも画用紙でも全部学年費で、そして学年ご

とに買ったものが置いてあって、そう思うと割と支援して

いただいているというところがありますし、ただ、より可

能な範囲でお願いしたいこともあるのですが、もう１つは

教師陣が、私は理科の方を中心にやっていたのですが、や
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やもするとセットで例えば、懐中電灯を作ろうとか、セッ

ト類を教材屋さんがいろんなものを持って来られるので楽

なのです、ただ、その分全部お金が300円とか200円とか、

そうではなくて、身近に家にあるものを持って集めて、そ

れでものを作ると、作ったものを持って帰れますので、だ

から自作ということを基本にやっていましたけれど、そこ

ら辺もやはり、家にあるもの、廃材とか、自作でやるとい

うこと、ただそれをしようとすると教師も大変だし、保護

者の協力も得なければならないのだけれど、やはり保護者

の経済的な負担を軽減しようとすると教師がもっとそうい

うポリシーで準備していかなければならないので、教育委

員会からもできるだけ教師に、テストもそうです、市販の

テストを買えば楽なのだけれど、やはり自分で問題を作っ

てということで、教師の方の努力も若い先生にも言ってい

かないといけないのではないかなと、今回のこのアンケー

トを基に、自作というか、保護者に負担を掛けないこの辺

りでの教師の努力というか、そういうこともまた指導して

いきたいなというふうに思います。 

 

アンケートを読ませてもらっていると、その他では公費

の増額というのがあります。今後の検討になるかなと思い

ます。 

市の体制としては、要保護、準要保護については、旧基

準値の1.2倍まで基準値を引き上げて就学援助の支援制度は

やっておりますので、そこは他の自治体に比べてある意味

遜色はないのかなと思っております。 

そしたら、まだ２つございますので５分程度の休憩とさ

せてもらって次は11時から再開します。後は、びわこ成蹊

スポーツ大学との協定、それから教育大綱の見直しを後半

はやらせていただきます。11時まで５分ほど、一旦、休憩

といたします。 

 

午前１０時５５分 休憩 

午前１１時００分 再開 
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 再開いたします。 

続きまして、びわこ成蹊スポーツ大学との協定について

を議題とさせていただきますので事務局から説明をお願い

します。 

 

政策部長の澤でございます。大学連携につきましては、

市の政策部の方で担当させていただいておりますので、私

の方から説明をさせていただきます。座って説明させてい

ただきます。 

ご存知のように、成蹊スポーツ大学との連携協定という

ことで、昨年の12月26日に、市の方からは市長、副市長、

教育長、それから大学側からは嘉田学長、そして豊田副学

長、鳥羽副学長ということでご参加をいただきまして市役

所で協定の調印をいただいたところでございます。 

連携の事項といたしましては、資料の①のスポーツの普

及、振興に関する事項から、⑤の地域振興に関する事項ま

での５項目について確認をしていただいたところです。 

大学の概要ですけれども、この大学は、大阪成蹊学園が

母体となりまして、平成15年に大津市の北比良にスポーツ

系の専門大学として開学をされたところでございます。現

在はスポーツ学部スポーツ学科ということで１学部１学科

で７コースでやられています。以前はこの学科の中に生涯

学習であるとか競技スポーツ学科というようなものがあっ

たのですが、現在は、スポーツ学部スポーツ学科の１学科

ということになっております。現在の学生さんは約1,400人

ということで、教員は約51人ということを聞いております

。面積も近年は範囲を広げられておりまして、現在、約13

ヘクタールくらいあると聞いています。 

それから３番目の締結の経緯でありますけれど、時期的

な条件等をいろいろと羅列していますけれど、まず、本市

から一番近い大学にあるということでございます。それか

らアスリートやトレーナーの養成と、他にスポーツビジネ

ス等、特に学生に魅力的な大学となっているというところ



 

2 3  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

でございます。本市には様々な自然環境、アウトドアのレ

ジャーであるとかスポーツができる環境がございます。ま

た、健康の三大要素とも言われる栄養でありますとか運動

、休養がこの高島では日常生活の中で得られるという恵ま

れたフィールドが高島にはあるということでございます。

この本市のフィールドを活かして、大学の見地と掛け合わ

せることで、今後の高島の人口減少でありますとか、高齢

社会に対して、総合的な健康を本市から発信できる可能性

があるということで、今回、締結をさせていただいたとこ

ろでございます。大学側ということで今回お話をいただい

たのですけれど、成蹊大学は県内を拡大キャンパスという

ふうに考えておられまして、既に連携協定、５つの市町と

結んでおられまして、今回、高島市が６例目ということで

ございます。 

２ページへいきまして、これまでの連携事項ということ

で、既に連携していただいたことは、本市は非常に関係が

ございまして、高島市の健康増進計画でありますとか、教

育委員会のスポーツ推進計画の策定についてもご協力とか

連携をしていただいているというところがございます。ま

た、体育、運動の指導等では、各種研修等への講師の派遣

でありますとか、幼稚園、保育園への巡回の指導、それか

ら小中学校におけます体育授業や放課後の活動等について

もご指導をいただいているところでございます。また、マ

キノ栗マラソンへの学生さんのボランティアでもご協力い

ただいているところでございます。 

それから、５つ目に今後期待される連携についてという

ことで、これもいろいろと書かせていただいておりますけ

れど、36年に滋賀県で開催される国体、全国障害者スポー

ツ大会での相互連携、それから先程も言いましたけれども

、本市の自然環境、フィールドを活かしていただいて、大

学のプログラムとの連携によって企業研修でありますとか

、各種の教育プログラムを開発していただくことができな

いかというようなことも思っているところであります。ま

た、高齢社会におけるスポーツ医学でありますとか、栄養
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学の観点からも指導や助言がいただけるのではないかとい

うふうに思っております。それから、本市の発酵食文化と

連携した健康の提案などもいただけるのではないかと思っ

ております。そして、今、新しい建物を中央棟として大学

の中に４階建てのものを建てていらっしゃいますけれども

、そこに非常に大きな学生の食堂ができるということで、

高島産の農産物等の食材がそこに提供できないかというふ

うに考えているところでございます。 

３ページの方に移っていただきまして、３ページの方は

、他の大学と高島市との連携についての取り組みを簡単に

書かせていただきました。既に今、協定しておりますのは

、（１）の龍谷大学、それから滋賀大学、成安造形大学、

びわこ成蹊スポーツ大学と今回を含めて４つの協定がある

んですけれど、（１）の龍谷大学については、職員の人材

育成関連での協定になっておりますので、これを除きます

と今回を含めて３つが包括的な連携の協定を結んでいる大

学ということになります。 

２番目のところに書かせてもらっていますその他ゼミ単

位等の連携と言いますのは、協定の締結はしていないので

すけれども、それぞれご協力をいただいたり、連携をさせ

ていただいている大学ですけれども、これは滋賀県立大学

であったり立命館大学、滋賀短期大学、それからびわこ学

院大学、大阪国際大学というところで、それぞれ一例であ

りますけれども書かせていただいておりまして、このよう

な大学との連携が現在もあります。直近では先程も話に出

ておりました第２次高島市総合計画の策定審議会において

は、特に立命館大学の先生にはお世話になっているところ

ございます。 

それから４ページ、５ページは、今回の成蹊スポーツ大

学との協定書でございます。協定書の２条のところの連携

、協力事項というのが先程申しました項目でありますけれ

ど、６つ目のところに、その他、目的を達成するための事

項というのも加えていただいておりますので、先程２ペー

ジで申しました今後期待される連携等について、特に教育
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分野で今後連携して取り組めるもの等があればいろいろと

皆様からご意見をいただいて連携に反映させていただきた

いと考えているところでございます。連携は今回に限って

のことではなくて、これからずっと続くものでありますの

で、また、何か機会等があればその時にでもご意見をいた

だければと思っているところでございます。 

ちょっと急ぎましたが説明は以上でございます。よろし

くお願いします。 

 

今回、昨年の暮れになりましたけれど、こういう形でび

わこ成蹊スポーツ大学と連携の協定を結ばせていただきま

した。実は、既に３年ほど前からいろんな形で市内の小学

校、あるいは中学校なりその他の現場で、成蹊スポーツ大

学から学生といろんな形で協力はしていただいておりまし

たので、３年ほど前から連携協定を結びましょうという逆

にオファーがありまして、実はその時に大学側からおっし

ゃってみえましたのが、最近ちょっとあれですけれど、Ｃ

ＣＲＣといって、いわゆる都市部に人口が集中している、

都市部で高齢者の方をフォロー、ケアしていく絶対的なル

ーツが全く足りないということは容易に推測できる、それ

を各地方に医療もセットで高齢者の方に移住をしてもらう

というのが、それも３、４年前からＣＣＲＣという略です

けれども、そういう地方が、国の方で先行的に自治体で手

を挙げてもらうところに支援をして必要な福祉施設である

とか、あるいは介護について地方での受け皿をというのが

ありまして、その時に成蹊の方から私に打診がありました

のは、高島は非常に環境も優れて景観も優れている豊かな

ところなので、是非とも滋賀県版ＣＣＲＣとして国、ある

いは県の支援を受けながら、都市部にいらっしゃる高齢者

を受け入れる、そういうまちづくりを一緒にやらせていた

だきたいというオファーが３年ほど前に実はありまして、

私としてはそこはいささか慎重に対応をさせていただかな

いと、これだけ若者定住、高齢化が県内の各市で一番高い

高齢化率という状況の中で、本当にそういう選択が地域の
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活性化に繋がるのかどうか、決して高齢者を排除するわけ

ではないのですけれども、都市部の高齢者に地方に移住し

てもらってそれを地方が受け入れる、確かに地方の雇用は

生まれる、例えば介護とか、そういう雇用は生まれるので

すけれども、果たしてそれが地域全体の活性化に繋がるの

かというと５万人規模の市では逆効果になりはしないかな

という懸念がありましたので、それを前提の成蹊からの連

携協定の打診でしたので、私も消極的に対応をさせていた

だいておりました。今回、それは棚上げ状態ということで

あればということで、最終的にそこまで時間がかかったの

ですけれど、そういうわけで、市内の小中、あるいは市内

在住の高齢者の健康教育とか教室とか、子どもたちのスポ

ーツ教室とか、あるいは安曇川高校、高島高校を卒業する

子どもたちが成蹊スポーツ大学に進学する、そういう前提

の連携であれば、どこにもＣＣＲＣという概念が出てこな

いということであれば、協定を結ばせていただきましょう

かということで、去年の10月、11月くらいにそんなお話を

させていただいて、ではその方向でということになりまし

たので、少し時間はかかりましたけれども現場は先に生徒

さんは動いていただいているのですけれども、そういうこ

とが私としてはなかなかすんなりと受け入れにくいテーマ

をご提案いただきましたので、ここは慎重にやらせていた

だき今回の提案にこぎつけたというのが実情でございます

。 

成蹊に高島出身の学生がどれくらいのシェアでいるかは

わからないのか。個人情報か、それは。 

 

公になっているのは有名なリオ五輪の伊勢田選手であっ

たりとか、ウエイトリフティングの大塚さんという高島の

、そういう有名な方がいらっしゃいます。 

 

聞くところではかなり少ない、地元の高島から、それを

何とか増やさせていただきたいという思いは言っておられ

ました。せっかくですから地元で働いて、就職して、今回
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こういう提携の中で願うことの一つに、できたら地元の方

が沢山、成蹊大の魅力を早くから感じていただいて来てい

ただきたいなと、そしたら若者の活性化にもなる、そうな

れば良いのですけれども、数人くらい、個人情報が含まれ

ますが、10にも満たないし、５にも満たないし、今の在籍

は少ないということでした。 

ただ、市内の教職員として勤めていらっしゃる方が結構

おられて、それは非常に活躍されて。 

 

現実、教職員はいらっしゃる。 

 

そのまま市内に定着してくれると良いのですけれど、学

生から市内に就職していただいているのはあれです。市役

所の職員も、教育委員会の職員の中にも成蹊大を出て頑張

っていただいている方もおられますので。 

 

特によろしいですか、報告ということであります。 

 

 ある保育園へ行ったら運動会に跳び箱を取り入れている

ところがあって、それの練習というのか、保育士の中に男

性の方がおられて手伝いをしてもらっている、安心して他

の保育士が安心して完全に任せきりにできるということで

、そういう点でもの凄く効果が大きいなと、同時に、子ど

も自身が子ども用の跳び箱ですけれども３段まで跳べる子

もあれば４段、５段まで跳ぶ子もできてきているという、

運動会を見ていてももの凄く子どもが頑張って跳んでいる

姿を見ていると親の方もかなり好感を持って、やはり違う

なという、安心して任せられるというそういう意見があり

ました。そういう観点からも考えるとやはりこうして入っ

てもらっているということは、指導してきてもらっている

というのは非常にありがたいなというふうに思いますし、

親としても安心して任せられるという、一番大きかったの

は園の中で先生方が安心して全面的に任せられるというの

が大きい。 
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関連してよろしいですか。子どもにとっては少し上の目

当てというか、お兄さん、お姉さんたちが身近なところに

来て教えていただけるというのは、子どもたちにとっても

現場の先生方にとっても本当に力強い味方になっていただ

けるのではないかなと思います。もう一つ、人権という観

点から思っても、スポーツと人権というのは人権教育の根

底を成すというか、やはりみんなでフェアに戦う、そうい

うスポーツをみんなで作っていくという、そういうふうな

観点からしても人権教育の観点からも大事な糸口かなとい

うふうに思っています。そういうふうなところをやはり子

どもの時から、小さい時からみんなが参加できるルールを

みんなで作っていく、みんなで楽しかった経験をする、ど

んなに身体に障がいがあっても、どんな条件があってもみ

んなでできる、そういうことを体験していくというか、そ

ういう場を提供等していただけたら、そういうスポーツを

楽しむ、この前お亡くなりになった岡野先生もおっしゃっ

ていましたね、スポーツは文化だというお言葉を遺してお

亡くなりになりましたけれども、スポーツを楽しむ文化、

自然を活かして、高島のフィールドは全部がいろんな体験

ができるフィールドがあります。そこへいろんなタイプの

人たちが行って、子どもも楽しめる、こんな障がいがある

方も楽しめる、そんなみんなが楽しめる、こういうふうな

ものを作っていく、それが健康と結びついて生きがいにも

なっていくという、そういうふうな高島スポーツ文化とい

うものを、この姿を高島から発信していけるような、そん

なことができるといいなと大きな期待しておりますので、

よろしくお願いします。 

 

市民スポーツ課長、よろしくお願いします。 

 

今日でしたか、立命のゼミの子が何人か高島市朽木だっ

たかな、入るというのは、違ったか、市民協働課の話、こ

の休みで土、日かそれくらいに在原に除雪に回るというの
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が入っていた、この間、在原の方との集まりの中でちょっ

と話が出ていて、除雪はきちっと綺麗にしてもらったので

、冬場だけではなくできることなら春、夏と在原の分校も

もっと活用してもらえるように宣伝をしておいて欲しいな

という話はしていたのだけれど、確か入ってくる予定にな

っていたかな。 

 

話はちょっと飛んでしまうけれど、在原の分校跡地をど

う活用するのかはなかなか現実見えてこない部分がありま

す。交通の便であるとか、冬の厳しい環境であるとか、そ

ういうことを考えますとなかなかないのですけれど、今回

の雪でも累計で１メートル20くらいか、前回、私も在原へ

２回寄せてもらったのですが、あの大雪の時に、その時に

在原で１メートル60降って、それが屋根雪になっています

ので、今日の未明から降り出した雪が20センチくらいだっ

たかな、それで累計で１メートル20くらいだったかな。 

そうですか、立命が。行ってもらったらいくらでもある

だろうし。 

 

去年は雪がなくて、来てもらって川浚いをしてもらった

とかいう話です。 

 

今年はふんだんにあります。 

 

公民館というか、集会所の前の除雪をしてもらうかとい

う話をしていたので、それも良い。そういう形で入って来

てくれる。 

 

せっかくなので成蹊にもお声掛けをして在原に来ていた

だけるとありがたい。 

他によろしいですか。そうしたら最後になりますけれど

も、高島市教育大綱の見直しについてを議題とさせていた

だきますので、事務局から説明をお願いします。 
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資料は、高島市教育大綱（案）で説明させていただきま

す。 

教育大綱につきましては、毎年、総合教育会議におきま

して協議、調整を行い、状況に応じて適宜見直すこととし

ております。この度、第２次高島市総合計画が策定された

ことに伴いまして、整合性を図るために大綱を見直しさせ

ていただきました。この資料につきましては、改定された

点につきまして赤字で表しております。主なものを説明さ

せていただきます。 

まず１ページでございます。「１ はじめに」の「（１

）教育大綱の趣旨」という中で、二重線で消してある部分

がございます。これにつきましては、合併当初の新市建設

計画や当初の高島市総合計画の策定部分および法律の改正

に伴いこれを策定するようになったという説明が書かれて

いる部分を削除いたしまして、第２次高島市総合計画を踏

まえて法律に基づき策定したものであるというところを赤

文字の部分ですが、記述させていただいております。 

次に、２ページ目の「教育大綱の位置付け」でございま

す。それと次の「大綱の実施期間」、この部分にも高島市

総合計画という語句が出てきます。その前に「第２次」と

いうものを付け加えさせていただいております。 

また、（２）の部分で、今回の総合計画のまちづくりの

方針が決まっておりますので、「高島の「恵み」と「誇り

」の最大化！！～住みたい、住み続けたいまちの実現～」

というものを記述させていただいております。 

次に、２番目の「基本的方向性」という部分でございま

す。これの２つ目と３つ目の丸の項目についてですが、こ

の部分についてはよりわかりやすいように字句の訂正と表

現を変えさせていただいております。 

次に４ページでございます。３番目の「重点目標達成の

ための方向性」という部分でございます。それの１つ目の

「生きる力を育む乳幼児教育・学校教育の充実」というと

ころで赤字で書かせていただいております９番目と10番目

を付け加えさせてもらっております。これにつきましては
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、第２次高島市総合計画におきまして第４章にせせらぐと

いう項目がございます。その中で、「地域ぐるみで安心が

実感できる体制を整えます」というような方針を掲げてお

ります。それを受けまして、子どもの安全、安心を守るた

めの方針を追加させていただいております。また、10番目

なのですが、これにつきましても今回の総合計画の第３章

つむぐの中で、スポーツによる健康づくりや生活習慣の改

善などが示されています。これを受けまして、学校におけ

る体力の向上と健康の保持増進を追加したものでございま

す。 

あとは字句の訂正になりますので、説明は割愛させてい

ただきます。以上、簡単ですが教育大綱の改定につきまし

ての説明とさせていただきます。 

 

ありがとうございます。 

例えば、説明にありましたように、市の第２次総合計画

を策定させていただきましたのでそれとの整合を図る部分

と、若干の文言の修正ということですけれども、この機会

に教育大綱につきまして、あるいは、今回、修正させてい

ただく点についてご意見を賜ればと思います。 

 

子どもの安全、安心を守る、子ども自ら命を守るという

この教育大綱の中につきましては、今まで地震であるとか

いろんな防災の訓練、不審者の対応とかもやっておるので

すが、今回、さらにこういう豪雪というか久しぶりの雪も

降りまして、気象状況の変化にも子ども自身も自ら安全を

守るということや、高学年が低学年の子を上手くリードし

て登下校したりとか、あるいはまた、地域の方や保護者の

協力も先ほども市長からもありましたけれど、歩道を一生

懸命歩いていただいたり、そういう姿も見せていただいて

、より一層子どもの安全、気象状況のどういう表現になる

かわかりませんが、今後、この大綱にはそこまで具体的に

はあれですけれど、教育の重点の方にもそういう雪に対し

ての強いというか、意識を高めるというか、あるいは協力
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を求めるというか、そういうことをやはり、今後の高島市

としても県内でも豪雪地域ですのでそういうことをしっか

り学校にも徹底していくことが大事かなという感想でござ

いますけれど申し上げます。市の方も安全確保に向けてい

ろいろと除雪等いろいろまた今後考えていただいておりま

すので、学校も学校の方で頑張っていきます。 

 

 関連して防災の件なのですけれども、琵琶湖博物館には

高島の防災が集中的に取り上げられて展示もされています

が、防災に関してはいろんな細かなところまで取り組みを

していただき、早い時点で私たち住民も避難できて安心、

安全が確保できるような方向で日々お世話になっていて感

謝しております。学校教育の中でもこうして防災に関して

日々、地域の方々と連携しながら取り組みを進めていただ

いてありがたいことだと思っております。ただ、防災とい

うのは繰り返し訓練して災害が起こった時に命が守れると

いうか、子どもだけれど自分で命を守るのよということは

やはり小さい時から大人が守ってくれないよということは

教えて行かないといけないかなと思っております。 

学校もこうしてやっていただき、地域でも地域の子ども

と大人が一緒に学ぶというか、高島の方でも避難所体験を

やっております。最初、地域にお便りを出した時には参加

者が１名で、計画をせっかくしているのに１名ではな、と

いうことでその年はできなくて、その次の年に再募集とい

うか、もう一回子どもの通学合宿と一緒に入れていこうと

いうことで一緒に入れたら20名くらい集まって、それで実

施して、３年目、また同じようなことで繰り返しなまずさ

んの協力も得ながらしておりますが、子どもたちは学校で

も避難訓練をしているのだけれど、地域でみんなで避難所

はこうやって名簿を書いて、こうやってみんなで過ごすの

よというようなことを子どもと一緒に体験し、そこへ幸い

なことに小学校の先生方も入ってきていただいて一緒に体

験をしていただく、管理職の先生はもちろん、参加してい

る学年の先生、あるいは保険の先生等、一緒に参加してい
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ただいて、一緒にお泊りはされませんけれども、体験をす

るということをしております。 

何が申し上げたいかというと、そういう子どもが地域で

も体験をしている中で、子どもが、学校の話はしていない

のですけれども、感想の中に、学校の避難訓練もこうやっ

てとても大事なことがわかったという感想を寄せた子がい

ました。やはりいろんなところでいろんな大人が関わって

いくことの大切さを学んだというか、学校は学校で集団の

子どもたちをいかに早く、いかに保護者のもとへ、いかに

安全に守っていくのかというのは大きな使命だと思うので

すけれども、それと同時に地域も同じような形で、やはり

子どもたちに命の教育というのはどちらも同じような形で

進めていく、繰り返しやっていくということが本当に大事

かなというふうに思っておりますので、大事にしながら進

めていけるとよいかなというふうに思っております。 

 

市の防災訓練も原子力災害なり地震災害なりを想定して

訓練をやっているのですけれども、地域を順番にやらせて

いただいているのですけれども、私も毎回出ているのです

けれども、そこには子どもさんの参加もやはりありますね

。ただ、自治会単位で防災訓練をやったらそれは恐らく子

どもまでは。 

 

出前講座も大人の人が多いですから。地域でやられる時

に誘って入れてくれるようにすると良いかもしれません。 

 

中学生の力は大きいですので、それぞれの年齢の中で何

ができるのかというのは市民レベルで、大人も子どもも命

の重さは同じですので、大事かなと思いますので、いろん

なところでそういう機会があれば良いかなというふうに思

います。 

 

全然話は変わりますけれども、25年の台風18号の時に、

職員の皆さんも不眠不休で復旧なり復興、たちまち鴨川が
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決壊してああいう形で南鴨が30戸のうち27戸でしたか、床

上浸水、私も何度も現場へ行って見ながら、丁度その被災

後の４日くらい後が３連休だったのかな、３日間で県の職

員100名動員と言って県に要請して、教育長には３日間で市

内の教職員の皆さん150名だったかな、150名動員、すると

組合が言うなら私がいくらでも対応するので、これは非常

事態なので泥かき等を含めてボランティアでとにかく対応

しないととてもできないので、教職員の皆さんには申し訳

ないけど延べ100人か150人にお願いをしてくれと言ったら

反発もなくて、反発を抑えてくださったのかは知らないけ

れど、言って来たら私がいくらでも話をするから、それく

らいの状況だったが、ありがたかったのはある中学校の先

生は生徒を連れて来られた、あれはある意味で良い経験と

言うと被災された方に悪いのですけれども、現場へ行きま

したらある学校の中学生も来ていました。一生懸命に泥か

きをしていました。そういう意味では、ここの学校の先生

は子どもたちにあまり経験を積むための場と言うと被災さ

れた方に申し訳ないのですけれども、ある意味で経験、あ

る意味で実地教育だったなと拝見していたのですけれども

、勿論全部が全部そうではありませんが、そういう経験を

積むことによっていざという時は助け合うということも、

この子たちは良い勉強をしているなと思いながら見ていま

した。 

少し細かなことで恐縮ですけれど、４ページの３の「重

点目標達成のための方向性」の赤字のところの10番ですけ

ど、さっきから読んでいるのですがなかなかすとんと落ち

ないのです。「心身の健全な発達を促すため、学校体育と

学校保健の充実を図り、体力の向上と健康の保持増進の基

礎となる力を培う」、何だか目標と目的が被っているかな

という気がするのですけれども、文言や表現の問題、「発

達を促すため、学校体育と学校保健の充実を図る」で良い

のではないかな。「心身の健全な発達を促すため、学校体

育と学校保健の充実を図り、体力の向上と健康の保持増進

の基礎となる力を培う」は、二重、三重に言っている、こ
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こは文言ですのでまた後で。国語の時間でした。 

 

大綱そのものについては大きくプラスアルファ付け足し

とかはしていないのですけれども、特に小中一貫教育とか

マイスクールは今までも重点的にやってきましたが、高島

市まち・ひと・しごと創生総合戦略が27年10月に策定して

いく中で、これからの未来を生きる子どもたちを育むため

には、やはり今の小中一貫、そしてまた地域に根差した教

育ということでマイスクール事業ということ、ここでいう

と２番、４番が何よりの重点ということはありますが、さ

らにこれは理解というか、これからの将来を見据えてＩＣ

Ｔにつきましても、今まで念願の整備の方向もお願いとい

うか出していただきましたので、ＩＣＴをいかに導入、予

算において効果が得られるようなそういう研修とか、活用

できるというか、その大きな大綱の６番ですね、特に色濃

くはしておりませんが重点的に学校にも、今回そういう政

策の辺りにも上げていただきましてありがたく思っており

ますが何とか子どもたちの力になるように、教職員もまた

実力をつけなければなりませんので、頑張りたいと思って

いる次第でございます。以上です。 

 

 そしたら教育大綱は事務局の方で最終の字句修正をして

いただきます。こういう流れでよろしいですか。 

それでは、今日、予定をしておりました協議事項は以上

でございます。その他は何か事務局の方からありますか。 

 

特にありません。 

 

もう少し時間があるようですけれども、この機会に何か

ご意見等ありましたら。 

 

 

市長には今年も１年間、市の教育についてお世話になっ

ておるのですけれども、せっかく新しく、次の時代に向け
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て教育に取り組んで欲しいとかそんなご意見等がありまし

たらこの機会に。 

 

そこは教育大綱にいろいろと書いていただいております

ので取り立ててはないのですけれども、やはり保護者の皆

さんが期待されているのは学力向上かな。それを考えます

と、この４年間の学力調査結果というのは、年によっては

、例えば中学生の学力が県平均を上回る、あるいは全国平

均を上回るという年はありはしますけれど、押しなべて言

いますと、もう少し子どもたちの学力向上にはさらなる努

力が現場で必要かなというふうに思います。ただ、学力調

査だけをターゲットにしてそのために教育活動を展開する

という意味ではないのですけれども、総合的な学力向上の

ためにはあの調査結果から見て取れる子どもたちの時間の

過ごし方はいささか気になるところは私もあります。自宅

で学習する時間が平均よりも少ないように思いますし、逆

に言えば、地域の皆さんと触れ合う時間が平均よりもやや

高いというのも、そういう反面があるものの、自分で、家

庭で時間を使って勉強する時間も、やはりもう少し家庭教

育の充実にも教育委員会としては取り組む必要があるかな

と思います。その辺りが一番大きなテーマになるのではな

いかなと私は思います。そういう意味では現場の先生方の

さらなる奮起を期待しております。 

 

学力についてはスタンダード８、具体的な指針を作って

いるところでございますけれど、今、言っていただいたこ

とを含めて十分に努めたいと思います。 

 

そしたら他になければこの辺りで終わらせていただきま

す。長時間に渡りまして貴重なご意見をいただきましてあ

りがとうございました。これからもどうぞよろしくお願い

いたします。 

 

 


